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『かがみの孤城』 辻村 深月／著（ポプラ社／刊） 

中学生のこころは学校に居場所をなくし家にひきこもっていた。 

そんなある日部屋の鏡が光って城に迷い込んだ。 

そこには他に 6人の子供が。 

この人たちは選ばれし 7 人だとはなす狼の仮面を被ったオオカミさま。 

オオカミさまはこの城には一つだけ鍵がありそれを見つければどんな 

願いでも叶えられる部屋に入れるといった。 

しかし鍵を探すには色々な制約がありそれを破ると巨大なオオカミに 

食われてしまうのだ。 

誰が鍵を見つけられるのか…。 

私のおすすめのシーンは登場人物のひとりがルールを破ってしまって 

オオカミに食べられてしまうという時、その日 1人だけ城にいなかった 

こころがみんなを助けるために奮闘するシーンです。 

みんなの抱える心の傷を知りながらみんなを助けるために頑張る姿は感動します！ 

気になる人は読んでみてください。 

（３年生／M・Y） 

 

『あと少し、もう少し』 瀬尾 まいこ／著（新潮社／刊） 

毎年駅伝に参加してきた陸上部部長の桝井が 3 年生になり、それまでの顧問が移動

となった。 

新しくやってきた顧問は運動経験のない美術教師の上原だった。 

桝井は上原が頼りなく感じ、自ら駅伝のメンバーを募り、何とか集まった寄せ集めの

6人で県大会を目指していく。 

最初は団結力を感じなかった 7人だが、「あと少し、もう少し」みんなと走りたいと

いう意思を持って襷をつないでいく中で、団結していく姿に感動しました。またこの

小説を読んで駅伝は個人競技ではなく、チーム全員の気持ちを持ちながら走り、自分

の想いをのせて襷をつないでいるのだと学びました。 

私自身もそうであったように、駅伝について詳しくなくても楽しめる 1 冊になって

いるので、ぜひ手にとってほしいです。そして駅伝メンバーそれぞれの人間性、その

6人と向き合う上原の姿勢によく注目して読んでみてもらいたいです。 

（３年生／K・R） 
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